
 

 

１ 自己紹介・副部長選出 

 

 

２ 各地区スポーツ教室実施計画の確認 

     「教室名」「期日」「会場」「種目」「参加児童数」「指導者数」 

 

 

３ 県標準記録について 

（1） 認定記録 

（2） 認定基準 

 

☆ スポーツ教室・大会を実施した地区は上位５位や標準記録突破者の人数をデータで

提出して下さい。提出頂いた分を取りまとめます。 

☆ 大会記録につきましては、令和元年度（各陸上競技場で実施していた分）までの記

録と、今年度以降（各学校で実施する分）の記録については分けて考えたいと思いま

す。 

 

 

４ 第２回専門部会（８／１８ 金）について 

  「各地区のスポーツ教室・大会の充実に向けて」 

・ 自分の地区の水泳大会（教室）、陸上大会（教室）、器械運動教室の計画案を

持ち寄り、実施上の諸問題等について話し合う。 

 

 

 

 

５ その他 

 （1） 各地区スポーツ教室実績報告書等の提出について 

① 実施種目の上位５位までの児童名と記録 

② 県標準記録に到達した児童の報告 

          ※詳しくは、次回の専門部会で 

 

（2） その他（情報交換等） 

 

 

 

事 業 部 会   （１４時００分～１６時００分） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

宮崎県小学校体育連盟標準記録認定要領 
 

１ 目的 

児童の記録の向上に対する意識を高め、望ましい運動への生活化を図るとともに、学校体育の発展に寄

与することを目的として宮崎県小学校体育連盟標準記録を設定する。 

２ 趣旨 

① 宮崎県小学校体育連盟標準記録は、県下児童の水泳及び陸上運動への記録向上・意欲を高めるための

ものとする。 

② 宮崎県小学校体育連盟標準記録は、県下教師の指導力向上の資料とするものとする。 

３ 各種目の標準記録 

    ≪水 泳≫～A標準は、２７年度からやる地区はなくなった。 

種 目 名 
Ａ標準記録（とびこみ有り）  Ｂ標準記録（とびこみ無し） 

男 子 女 子 男 子 女 子 

２５ｍ自由形 １６秒５ １７秒５ １８秒５ １９秒５ 

５０ｍ自由形 ３６秒０ ３８秒０ ３８秒０ ４０秒０ 

１００ｍ自由形 １分２０秒０ １分２５秒０ １分２２秒０ １分２７秒０ 

２５ｍ平泳ぎ ２２秒０ ２３秒０ ２４秒０ ２５秒０ 

５０ｍ平泳ぎ ４６秒０ ４７秒０ ４８秒０ ４９秒０ 

１００ｍ平泳ぎ １分４０秒０ １分４５秒０ １分４２秒０ １分４７秒０ 

１００ｍリレ－ １分１１秒０ １分１５秒０ １分１９秒０ １分２３秒０ 

２００ｍリレ－ ２分３３秒０ ２分３５秒０ ２分４１秒０ ２分４３秒０ 

    ※リレー種目においてＢ標準記録が適用できるのは、４人ともとびこまない場合のみとする。 

  

  ≪陸 上≫ 

種目名 男   子 女   子 種目名 男   子 女   子 

１００ｍ走 １４秒０ １４秒７ １０００ｍ走 ３分２０秒０  

２００ｍ走 ２９秒５ ３１秒０ 走り幅跳び ４ｍ３５ｃｍ ３ｍ９０ｃｍ 

５０ｍＨ走 ８秒５ ９秒３ 走り高跳び １ｍ３０ｃｍ １ｍ２２ｃｍ 

８０ｍＨ走 １２秒６ １３秒５ ソフトボール投げ ５８ｍ ４０ｍ 

６００ｍ走  １分５８秒９ ４００ｍリレ－ ５７秒０ ６０秒０ 

８００ｍ走  ２分５０秒０    

４ 認定基準 

  ① 各小体連主催の水泳教室及び陸上教室で公認された記録とする。 

  ② その他、県小体連が認定した記録とする。 

  ③ 混成で実施したリレー種目は、男子種目として取り扱う。 

  ④ リレー種目については、学校単位で編成することとする。 

  【記録測定方法】 

（水泳の部） 

⑴  計測は、計時員２人で２個のストップウォッチ（１人１個のストップウォッチ）を使って計測し、

遅い方のタイムとする。 

⑵ 百分の一以下は切り上げる。 

（陸上の部） 

⑴  計測は、計時員２人で２個のストップウォッチ（１人１個のストップウォッチ）を使って計測し、

遅い方のタイムとする。 

⑵  百分の一以下は切り上げる。 

    ⑶ スタートについては、スタンディング、クラウティング両方可とする。 

    ⑷ 走り幅跳びの計測は、踏み切り線からとする。 

    ⑸ 走り高跳びは、背面跳びを認めない。 

    ⑹ ソフトボール投げは、１号ボールとし、サークル直径は２ｍとする。 

⑺ 走り幅跳び、走り高跳び、ソフトボール投げは、３回試技とする。但し、運営上試技回数を減らす

ことができる。 

    ※ 昭和６１年一部改正、平成２年種目追加 

    ※ 平成１９年度に水泳Ｂ標準記録設定（とびこみ不可のプールを使う地区への配慮） 

    ※ 平成２０年度に水泳Ｂ標準記録の見直し（リレー種目のみ） 

    ※ 平成２１年度に記録測定方法追加・修正 

    ※ 平成２３年度に一部修正 

    ※ 平成２４年度に一部修正（標準記録と上位入賞者の認定方法の区



 

 



 

【スポーツ大会確認事項】 

 

 

令和元年度専門部会（事業部）での確認事項 

 

※事業部会で検討・確認した事項 

 

１ 水泳大会について 

○  水中でのリレーのタッチについては、確実なタッチを行う。前泳者の手が壁に触れるまで、次

泳者は、壁に手を触れておくようにする。 

○  現状として、２５mプールでもクイックターンを実施している地区も多い。実施させる場合は、

児童の実態とプールの形状を確実に把握し、教師の目で安全の確認をした上で行わせること。

（学習内容ではなく、あくまでも発展的な技ということを忘れない） 

○ 自由形はクロールとする。（学習指導要領に沿った指導内容で行う大会） 

○ ストップウォッチの計測は必ず２名体制で行い、記録の遅い方のタイムを採用する。 

 →学校の実態によっては難しいところもあるかもしれないが、実施方法を検討し確実に行うように

お願いしたい。 

 

 

２ 陸上大会について 

○  走り高跳びの跳び方は、はさみ跳びとし、おしりがつくまではセーフ 

○  走り高跳びにおいて、最初のバーの高さを跳べなかった児童には、順位決定後に更に低い高さ

を跳ばせるなどの対応を行い、記録を残してあげるようにする。 

○  走り高跳びにおいての審判は、児童が跳んだ後、バーが確実に静止している状態で判定を行う

こと。また、判定後に何らかの原因でバーが落ちることがあったとしても、その後に判定が覆る

ことはない。 

○ ストップウォッチの計測は必ず２名体制で行い、記録の遅い方のタイムを採用する。 

 →学校の実態によっては難しいところもあるかもしれないが、実施方法を検討し確実に行うように

お願いしたい。 

 


